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 要  旨 
形態素解析は日本語文章理解や情報検索において基礎となる技術である．近年，日本語形態素
解析において，隠れマルコフモデル  (HMM)などの従来法に代わる新しい手法として，
















合では，全単語情報，品詞名，単語区切りの文正解率がそれぞれ 1.97%, 2.38%, 1.39%向上させ
ることができた． 
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